
希望の春を迎えて
昨日は，６年生９７名が思い出と希望を体い

っぱいに詰め込んで，ここ大里小学校を卒業し

ました。６年生は，２年生の終わりから３年間，

コロナ禍の中，大変な思いをしながら学校生活

を送ってきました。そして令和５年度は大里小

学校の顔として，児童会活動，委員会やクラブ

活動など数々のことに常に主役となって取り組

んできました。本当に，最上級生として大変立

派な姿を常に下級生に見せ続けてくれました。

よく頑張りました。

また，３月２５日は，令和５年度の修了式の日

です。１年生から５年生までの全員に，修了証を

渡します。そして，桜咲く４月には１学年ずつ進

級です。在校生も卒業していく６年生を手本にし

ながら，何事にも全力で挑戦してほしいと思いま

す。努力すれば結果は必ず後からついてくるもの

です。努力することを惜しまず頑張ってほしいで

す 。

私は常々学校というところは，家庭では教えることのできない崇高な場所と考え

ています。もちろん勉強を学ぶことも大切でし

ょうし，多くの仲間と切磋琢磨しながら人とし

てどうあるべきかを学ぶ特別な場所だと考えま

す。ですから家庭から学校に行くことを「登校」，

家に帰ることを「下校」というのだと思います。

大里小学校は「楽しさは健康と安全から」を

学校経営目標に掲げ，学校教育に邁進して参り

ました。私を始め職員一同この学校に勤務する

ことに誇りを持ち，できる限り子どもに寄り添うように心がけてきました。しかし

至らぬ点も多々あろうかと思います。どうぞそん

なときは遠慮なくご示唆をいただきさらに大里小

学校をよりよい学校にしていきたと考えておりま

す。 最後になりましたが，保護者の皆様におか

れましては，この一年間大里小学校教育活動への

温かいご支援・ご協力を頂きましことに心より感

謝申し上げます。ありがとうございました。
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「 ６年生ありがとう 希望を持って！

ＬＥＴ’Ｓ ＧＯ！ 」

２月２７日（火）５年生児童会役員と実行委員が初

めての企画・運営の中心となった「６年生に贈る会」

が行われました。今年は４年ぶりの完全対面での開催

となりました。スタートは縦割り班ごとに６年生一人

ずつの紹介で入場。スポットを浴びてポーズをとる６

年生は，茶目っ気たっぷりでかわいかったです。その

後は大里小学校に関するクイズがありました。楽しい

クイズに体育館は大爆笑。とても温かい雰囲気に会場

は包まれまれました。各学年からの出し物もとても素敵でした。今回は特に５年生の活躍

は素晴らしかったです。来年の大里小学校をしっかり背負ってくれることでしょう。

白熱したクラス対抗ドッチボール大会

新しくなった校庭で児童会主催「クラス対抗ドッチ

ボール大会」が開催されました。きれいに整地された

校庭で子供たちは、元気いっぱいに飛び回りました。

勝ってわらう児童、負けて泣く児童その姿はいつもの

ドッチボール大会でした。ガチンコの勝負だからこそ

一層その思いが強くなるのだと感じました。児童会の

皆さん、先生方ご苦労様でした。

４月の行事予定

８日（月）入学式 18日（木）全国学力学習調査６年

９日（火）始業式 耳鼻科検診（２・４・６年）

10日（水）給食開始 発育測定・視力・聴力（２・４・５年） 19日（金）ＰＴＡ専門部会

甲教協（１4：0０下校） 22日（月）内科検診５年 委員会活動

発育測定・視力・聴力（１・３・６年） 23日（火）家庭訪問１日目

12日（金）ＰＴＡ役員選出 24日（水）家庭訪問２日目

16日（火）１年給食開始 25日（木）家庭訪問３日目

17日（水）内科検診６年 26日（金）家庭訪問４日目

30日（火）家庭訪問５日目

ひみつの話・・・３年前の甲府駅の改札口の黒板に次のようなメッセージが書か

れてあった。「この春旅立つ皆さまへ」それぞれの未来に向かう門出をお祝い申し

上げます。１年間様々な制限があり，思い通りにならないことがたくさんあったこ

とでしょう。そんな中で雨の日も雪の日も甲府駅をご利用いただきありがとうごさ

いました。ホームの待合室や車内で一生懸命勉強する姿，改札口で名残惜しそうに

互いに手を振り合う姿，皆さまにとってかけがえのない青春の１ページを陰ながら

見守らせていただきました。どんなに遠く離れた場所でも線路は故郷に繋がってい

ます。再び皆さまとお会いできる日を甲府駅社員一同お待ち申しております。・・

なんだか心がほっこりする素敵なメッセージである。世の中，本当に多くの人に支

えられて生きている実感がした。

「楽しさは健康と安全から」














